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国際医療福祉大学の理念

国際医療福祉⼤学は、「⼈間中⼼の⼤学」、「社会に開かれた⼤学
」、「国際性を⽬指した⼤学」という３つの基本理念を掲げ、病む
⼈も、障害のある⼈も、元気な⼈も、互いに互いを尊敬しあいなが
ら「共に⽣きる社会」の実現を⽬指した教育を⾏っている。

 修⼠課程では「保健医療福祉の分野において他分野を理解し、
連携することのできる⾼度専⾨職または研究職」の育成をめ
ざし、博⼠課程では「保健医療福祉の分野において指導者的
役割を果たすことのできる⼈材」の育成を⽬標に

４つの教育理念を掲げています。
 保健・医療・福祉分野の⾼度専⾨職を養成する「専⾨性」
 3分野に幅広い視野を持つ「学際性」
 ⾼度化・専⾨分化に対応した教育と研究の「学術性」
 働きながら、遠隔でも双⽅向で学べる「利便性」

⼤学院の教育理念
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医療福祉ジャーナリズム分野

ジャーナリストとしての発信⼒を磨こう
という⼈だけでなく、社会に向かって発
信したいという思いを持った⽅、医療や
福祉の専⾨職、介護職、⾏政、NPO関係
者らが学んでいます。

そのために必要な「伝える技術」を、ジ
ャーナリストとして活躍した教授陣が、
⼀⼈ひとりの持ち味を⽣かし、作品や論
⽂完成まで、親⾝に伴⾛します。



医療福祉ジャーナリズム

医療・福祉の情報が増す中、情報を読み解く力、伝えるため
に、必要な知識と手法を学ぶことが大切です。医療関連施
設でも大切な広報、伝える内容と技術が学べるコースです。

講師陣は、医療福祉の世界を熟知した著名なジャーナリスト。
現場を知る多彩なゲストを招いた講義やゼミは充実し、研究
の親身なサポートに加え、人脈も広がります。

修士、博士の終了者は57人に上ります。スウェーデンの専
門家、縛らない医療のカリスマ看護師、医療事故の会主催
者、各立場で社会に向けて情報を発信しています。

経験豊かな
講師陣
広い⼈脈

伝えるために
必要な知識、
⼿法を学ぶ

社会に向け
情報を発信



ジャーナリズム分野⽔先案内⼈

分野責任者・丸木一成教授 読売新聞の看板企画、7000回を
超え、今も続く「医療ルネサンス」の初代デスク、読売新聞医療情報
部長などを務める。同企画は新聞協会賞、菊池寛賞を受賞。本学で
は栃木本校の医療福祉学部長など歴任。

大熊由紀子教授 朝日新聞論説委員時代、「日本の福祉を変え
た」といわれる、『「寝たきり老人」のいる国、いない国』など多くの著
書、「えにしメール」6000通の情報発信力で、福祉と医療、現場と政
策をつなぎ、志ある人を発掘、応援し続ける、著名なジャーナリスト。

埴岡健一教授 日経ビジネス、メディカルで経済と医療を学び、東大
の医療政策人材養成講座の特任助教授、日本医療政策機構がん政策
情報センター長を歴任、「医療政策サミット」を立ち上げ、がん医療の質
向上、均てん化に取り組む。ビッグデータにも強く、「はにゼミ」は院生に
好評。
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少子高齢化が進む中、我が国を襲ったコロナ禍は、医療福祉の重要性

を改めて国民に示しています。医療・福祉を専門とするジャーナリストの重
要性が指摘されていますが、これまで全国の大学では養成の場はありませ
んでした。
医療福祉関連施設でも広報の重要性が高まり、そのための必要な知識・

技術は、医療福祉ジャーナリズムと共通のものが数多くあります。 こうした社
会的要請にこたえて、本大学院では2005年、医療福祉ジャーナリズムの知
識・技術を深めるコースを新設しました。

全国でも例のない「医療福祉ジャーナリズム分野」です。2021年度までに

、修士・博士の修了生は、57人（修士 50人、博士５人）に達し、各界の一線
で活躍しています。 本分野では、新聞社で経験を積んだ、著名なジャーナ
リストが、教授として教鞭をとっています。さらに、各キャンパスで は、医療
福祉の専門大学ならではの医療福祉関連の基礎的な講義が広い分野で
行われ、他分野の教員、学生を通じて、生き た医療や福祉の知識を学ぶ
こともできます。ジャーナリズム分野の院生は、自分の興味や関心に応じて
、研究テーマを選ぶ ことができます。

⼤学院ホームページより
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2022年前期 ジャーナリズム関連乃⽊坂スクール講義

 ⼤熊由紀⼦教授 前例を超える・前例を創る〜医療者として、患者経験者
として、ジャーナリストとして （医療福祉ジャーナリズム特論）

 主なゲスト講師 ⽊村利⼈・⽇本⽣命倫理学会元代表理事、⼭崎⽂章郎・
認定ＮＰＯ法⼈コミニティーケアリング理事⻑、⻘⼭浩平・NHK 特集班
ディレクター、村上陽⼀郎・東京⼤学名誉教授

 丸⽊⼀成教授 読売新聞特別講座「ポストコロナに向けた⽇本の課題」（
医療福祉ジャーナリズム概論）

 主なゲスト ⻑⾕川敏彦・未来医療健康機構代表理事、⼤津和夫・読売新
聞論説委員、伊藤俊⾏・読売新聞編集委員

 埴岡健⼀教授 医療・介護・福祉の計画を策定・評価・改善する〜EBPM
に向けたPDCA確⽴のために〜（地域医療福祉ジャーナリズム特論）

 主なゲスト 鷲⾒学（厚労省地域医療計画課⻑）、古元重和⽒（厚労省⽼
⼈保健課⻑）、源百合⼦⽒（明治⼤学公共政策⼤学院教授）、村岡佑哉⽒
（滋賀県庁）、前村聡⽒（⽇経新聞編集局 社会保障エディター）



2021年前期 ジャーナリズム関連乃⽊坂スクール講義
 ⼤熊由紀⼦教授 前例を超える・前例を創る〜専⾨職として、ジャ
ーナリストとして、そして、つらい経験から 医療福祉ジャーナリ
ズム特論）

 主なゲスト講師 保坂展⼈・世⽥⾕区⻑、横倉義武・⽇本医師会名
誉会⻑、市原美穂・全国ホームホスピス協会理事⻑

 丸⽊⼀成教授、⽔巻中正教授 読売新聞特別講座「ウイズ・コロナ
時代を⽣きる」（医療福祉ジャーナリズム概論）

 主なゲスト 鈴⽊康裕・前厚労省医務技監、⼤津和夫・読売新聞論
説委員、⽊村達⽮・読売新聞科学部

 埴岡健⼀教授 医療関係計画におけるPDCAサイクルの作り方～患者
・住民に成果を届けるために（地域医療福祉ジャーナリズム特論）

 主なゲスト 増⽥昌⼈⽒（琉球⼤学病院がんセンター⻑）、⾼嶺公
⼦⽒（沖縄県庁）、⼤井久美⼦⽒（奈良県中和保健所）、井岡亜希
⼦⽒（秋⽥⼤学医学部付属病院）









2021年度 博⼠・修⼠論⽂

◆岩田 真弓さん（博士）

博論のタイトルは「ナラティブからみるオース
トラリアで働く日本人看護師の経験～柔軟な文化
や組織・教育の視点を探る」。オーストラリアの
看護師経験17年を生かし、文化背景の異なる患
者の看護に必要なことを、国際化の進む日本の現
場への提言

◆伊藤 かおるさん（修士）

2004年、当時5歳の次男を悪性脳腫瘍で亡く
した。当時の日記をもとに、闘病記を書くだけで
なく、16年後に闘病記を書く意味を、悲しみと
向き合いながら考察した、労作だ。病児や家族の
心理的苦痛を軽減するための素材の提供との思い
から始めた考察は、体験者ならでは指摘も多く、
リエゾンナースが生活カンファレンスを開催、チ
ームで支える提案もしている。



2020年度 修⼠・博⼠論⽂

◆永野 富美子さん（修士）
認知症になっても希望を持って日常生活を過ご

せる社会の実現を目指す挑戦

◆平岩 千代子さん（修士）
認知症当事者の主権回復院に挑んだ3人の看護師

◆藤村 忍さん（修士）
認知症の人が「地域で暮らすことが困難」と判

断される要因とその構造的課題

認知症が共通したことから、指導教官の大熊由紀子
教授を交えた「課題研究を書き終えたいま～認知症
のある人をめぐって～」の座談会を巻頭に、修士作
品に発表スライドを加えた「課題研究作品集」を
21年3月出版した。



◆西村多寿子さん（博士）
「日本の臨床研究の質向上に向けてメディアの果たす役割」
～研究不正の報道は臨床研究のルールづくりに影響を与えたのか～
◆井手公正さん（修士）日本とデンマーク、両国を経験した留学生
の障害者観の変化
～障害当事者の視点で原因を分析する～
◆田中知世子さん（修士）
「要介護状態になったとき自宅で生活を継続するための条件」
～100年人生を自分らしく生きるために～
◆野田里美・月﨑時央さん（修士）
精神病薬を断薬して回復した人々の物語ー当事者の語りから考察す
る薬の適正使用ー

2019年度 修⼠・博⼠論⽂⼀覧







井手公正さん（修士）

野田里美・月﨑時央さん（修士）



2018年度 修⼠論⽂⼀覧
◆相澤万紀さん（修士）
慢性呼吸器疾患の栄養ケアのあるべき姿を考える～患者に“食”が
寄り添うために～
◆浅野泰世さん（修士）
患者が「人を対象とする医学研究」に参加する意味の考察
～DIPEx-Japan「臨床試験・治験の語り」テキストデータの分析
から～
◆清田政孝さん（修士）
がん患者に理解しやすい施設別情報提供の仕方
～満足してがん治療を受けるために～
◆鈴木隆子さん（修士）
車いすに乗った谷口明広先生ものがたり～自立生活に向けての奇跡
とメッセージ～
◆田原浩子さん（修士）
住民が主役の地域づくり政策に関わる行政側の現状と課題
～生活支援体制整備事業の「協議体」に着目して～
◆村田優美さん（修士）
美しくいきいきと老いること～アピアランスケアに深さと広がりを
～



鈴木隆子さん（修士）
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2. 事前相談について（要項Ｐ.3）
41

志望分野・領域、受講希望キャンパス、研究指導教員を選定後、

出願前に必ず事前相談を行い、出願の許可を得てください。

修士課程 看護学分野公衆衛生看護学領域〔実践（資格取得コース）〕と、修士課程 臨床心
理学専攻は、入学後に担当教員を決定しますので、事前相談を行う必要はありません。

教員の選定は「募集要項」の「教員連絡先一覧」をご参照ください。
教員に直接コンタクトしていただく必要がありますが、
どうぞお気軽にご連絡ください。

「教員連絡先⼀覧」は、⼤学院ホームページからもダウンロードできます。
https://www.iuhw.ac.jp/daigakuin/admission/staff/

「事前相談」後、出願時に「研究計画書」を提出していただきますが、
必要に応じて事前相談のさいに教員にご相談ください。



3. 修士課程 出願資格（要項Ｐ.21他）

本⼤学院 修⼠課程に出願が可能となる、主な出願資
格
（1）通常の4年制⼤学卒業者
（7）⾼度専⾨⼠
（9）出願資格審査対象者（※）
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※出願資格審査
●出願資格審査とは、本⼤学院が出願資格の有無
を判断する書類審査。出願と同時に審査を⾏う。
事前相談で研究指導教員が出願を認めた場合は、
出願書類とともに、出願資格審査申請書や各分野
で指定された書類を⼊試事務室まで送付。



4. 修士課程 出願資格審査（要項Ｐ.27他）

①4年制⼤学卒でなくとも、満22歳以上の⽅で申請条
件を満たしていれば、出願資格審査の申請が可能。
審査を通過した場合に、出願書類を正式に受理する
（※出願が認められた場合のみ、⼊試⽇程を調整し、受験票を発送
する） 。

②専攻・分野によっては、国家資格等の保持等を出願
資格審査の申請条件としている。募集要項をよく確
認すること。

③出願資格審査の申請条件を満たしていても、事前相
談時に研究指導教員が認めなければ、出願資格審査
を申し込むことはできない。
※薬科学研究科は原則として⼤卒者のみを対象とするため通常、
出願資格審査は実施しない。
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5. 博士課程 出願資格（要項Ｐ.51）

本⼤学院 博⼠課程に出願が可能な、出願資格
（1）〜（5） 修⼠の学位を有する者
※ただし、修⼠の学位を持たなくとも、満24歳以上の⽅で以下の条件を満たして

いれば、博⼠課程の出願資格審査（P.51)の申請が可能（ご不明点は⼊試事務室
にお問い合わせを）。

①⼤学卒業後５年以上の研究歴の実績を有し、関連分野にお
ける査読のある学術雑誌に掲載された１編以上の原著論
⽂（筆頭著者）があり、かつ指導を受けようとする教員
が認めた者

②医学部・⻭学部・薬学部・獣医学部等、⼤学の６年制学部
を卒業した者で、指導を受けようとする教員が認めた者
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